
　　　　

令和7 年 3 月 18 日

8 時 00 分から 18 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「共育」

事業所名 社会福祉法人わんぱく福祉会わんぱくハウス 作成日支援プログラム（参考様式）

・自分の得意なことや苦手なことなどを知り、自己理解していくことを促します。
・自分の気持ちや行動に気づいてもらい、適切な行動が出来るように支援します。

・自分の思いや要求の相手に対して伝え方など相手の状況に応じた適切なやりとりが出来るように支援します。

・自分の気持ちや相手の気持ちに関心を持ち、情緒の安定を図ります。
・役割やルールなどに応じた友達との集団活動の取り組みを通して適切な人間関係の形成を促します。

支援方針

「共に育ち合う」という気持ちを大切に、共生、共感、共有(共遊)の気持ちで利用者さんと向き合います。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・花見遠足・夏祭り・運動会・クリスマス会・もちつき大会

（別添資料１）

家族支援

・家族で参加できる行事を実施します。
・家族からの相談に対する適切な助言を支援します。 移行支援

・保育所、放課後児童クラブなどの移行支援。
・放課後等デイサービス等の併用利用している場合に併用利用先との連携
をします。

地域支援・地域連携

・お子様がスムーズに生活を送れるように、保育園、幼稚園、学校等の先生、
併用している支援事業所との連携を実施をします。 職員の質の向上

・外部研修の受講などを実施して職員の専門的な知識やスキルの支援の質
の向上を図ります。

支　援　内　容

・健康状態を把握します。　・基本的な生活のスキルを身につけるため自分自身の身支度や物の管理が出来るようにします。
・食事の際のマナーや姿勢について支援します。

・さまざまな遊びや課題を通して、身体や手先の使い方を教えます。・天気のいい日は外で沢山身体を動かし遊ぶ活動をしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
本人の力や疲れなどに気を使いながら調整を促します

本
人
支
援


